
 

 
事 務 連 絡 
平成 26 年 12 月 1 日 

 
各高等学校（指定科目の確認を受けた高等学校） 御中 
 
 

都 道 府 県 建 築 士 行 政 主 務 課       
           公益財団法人 建築技術教育普及センター 

        (公印省略) 
 

指定科目制度が適用となる者（平成 21 年度以降に入学し卒業した者）が二級建築

士試験又は木造建築士試験の受験申込をする際に必要となる「指定科目修得単位証

明書・卒業証明書」の発行について（通知） 
 
 
貴高等学校におかれましては、これまで建築士法に基づく指定科目制度等の推進に関し、種々

ご協力をいただき誠にありがとうございます。 
二級・木造建築士試験においては、平成 27 年の試験から指定科目制度が適用となる高等学校を

卒業した受験者が初めて出現することとなります。指定科目の確認結果の正式通知の際にお伝え

したとおり、留意事項の一つとして建築士試験を受けようとする者の求めに応じて、標記「指定

科目修得単位証明書・卒業証明書」を発行していただくことを記載しております。 
つきましては、標記「指定科目修得単位証明書・卒業証明書」の発行に当たっては、すでに指

定科目制度による受験者が出現している大学等における実績に鑑み、下記のとおり注意事項（証

明書発行対象者、誤った事例等）を掲げましたので、十分にご留意され証明書の発行について遺

漏なきようお願いします。 
 

記 
 
１．証明書発行対象者 

平成 21 年度以降に入学し卒業した者で、所定の指定科目・単位数・必要な実務経験年数の  

要件を満たすもの（別紙１） 
２．所定の科目の単位数が足りないにも関わらず、指定科目の要件を満たす者として証明書を発

行した事例（別紙２－①） 
３．指定科目名が変更申請により変更されたにも関わらず、旧科目名を記載した事例（別紙２－②） 
４．「氏名」「生年月日」を誤って記載した事例（別紙２－③） 
 

以上 
 
（連絡先） 
公益財団法人 建築技術教育普及センター 
試験部試験第四課（指定科目） 
03－6261－3310（代表） 

 



 

別紙１ 
 

 
 
■高等学校、中等教育学校における指定科目の要件 

二級・木造建築士試験の指定科目 所定の単位数 
①建築設計製図 ３単位 ３単位 
②建築計画 

２単位 ２単位 ③建築環境工学 

④建築設備 

⑤構造力学 

３単位 ３単位 ⑥建築一般構造 

⑦建築材料 

⑧建築生産 １単位 １単位 
⑨建築法規 １単位 １単位 

①～⑨の計（ａ） １０単位 １０単位 
⑩その他（ｂ） 適宜 適宜 

（ａ）＋（ｂ） ２０単位 １５単位 

必要な実務経験年数 ３年 ４年 

（注１）いずれの指定科目も認定を受けた科目・単位数に限る。 
（注２）平成 27 年の試験を受験しようとする者は、（ａ）＋（ｂ）が 20 単位以上でなければな

らない。 
 



学校・学部・学科名 学校課程コード 0000-000-000

氏名（しめい） 入学年月日 平成○年○月○日 入学年(西暦) 2009

生年月日 卒業年月日 平成○年○月○日 確認日 平成○年○月○日

2012/3/23

指定科目一覧

学年 認定単位 修得単位 確認 備考

① 1 2 2

① 2 2 2

① 3 2 2

6 6 ○ 要件３単位以上

② 1 2 2

② 2 2 2

4 4 ○ 要件２単位以上

⑤ 1 2 2

⑤ 2 2 2

⑥ 2 2 2

⑥ 3 2 0

8 6 ○ 要件３単位以上

⑧ 2 2 0

2 0 × 要件1単位以上

⑨ 3 2 2

2 2 ○ 要件１単位以上

⑩ 1 2 0

⑩ 2 2 0

⑩ 1 2 2

⑩ 1 2 2

8 4 ○ 要件適宜

22 18 ○ 要件10単位以上

30 22 ○

必要な実務経験年数　３年 ○ 要件20単位以上

必要な実務経験年数　４年 要件15単位以上

　上記のとおり、指定科目を修めて卒業したことを証明します。

所定の科目の単位数が足りないにも関わらず、指定科目の要件を満たす者として証明書を発行した事例

①～⑩計

　　学校長　　　○○○○　○○○

平成○年○月○日

証明者（職名・氏名・印）

証明年月日

○○○高等学校

小計

①～⑨計

建築計画（１年）

小計

建築計画（２年）

建築構造設計（１年）

建築法規

建築施工

その他科目Ⅲ

その他科目Ⅳ

製図（２年）

製図（３年）

建築構造設計（２年）

建築構造（２年）

二級建築士試験・木造建築士試験

　指定科目修得単位証明書・卒業証明書

○○○○高等学校　○○制課程  ○○科

○○　○○（○○○　○○○）

○○　○○

  別紙２－① 

科目名

その他科目Ⅰ

その他科目Ⅱ

小計

小計

小計

建築構造（３年）

製図（１年）

小計

   

学校印 

× 

「⑧の小計」の単位数が不足している者に対して、「必要な実務経験年数  ３年 」として証明書を発行した。 

 

（「⑧の小計」の要件は１単位以上であり、科目分類ごとの要件を満たさない者には、証明書を発行しないこと） 



学校・学部・学科名 学校課程コード 0000-000-000

氏名（しめい） 入学年月日 平成○年○月○日 入学年(西暦) 2009

生年月日 卒業年月日 平成○年○月○日 確認日 平成○年○月○日

2012/3/23

指定科目一覧

学年 認定単位 修得単位 確認 備考

① 1 2 2

① 2 2 2

① 3 2 2

6 6 ○ 要件３単位以上

② 1 2 2

② 2 2 2

4 4 ○ 要件２単位以上

⑤ 1 2 2

⑤ 2 2 2

⑥ 2 2 2

⑥ 3 2 0

8 6 ○ 要件３単位以上

⑧ 2 2 2

2 2 ○ 要件1単位以上

⑨ 3 2 2

2 2 ○ 要件１単位以上

⑩ 1 2 0

⑩ 2 2 0

⑩ 1 2 2

⑩ 1 2 2

8 4 ○ 要件適宜

22 20 ○ 要件10単位以上

30 24 ○

必要な実務経験年数　３年 ○ 要件20単位以上

必要な実務経験年数　４年 要件15単位以上

　上記のとおり、指定科目を修めて卒業したことを証明します。

指定科目名が変更申請により変更されたにも関わらず、旧科目名を記載した事例

証明年月日 平成○年○月○日

証明者（職名・氏名・印）
○○○高等学校

　　学校長　　　○○○○　○○○

その他科目Ⅱ

その他科目Ⅲ

その他科目Ⅳ

小計

①～⑨計

①～⑩計

小計

建築施工

小計

建築法規

小計

その他科目Ⅰ

建築計画（２年）

小計

建築構造設計（１年）

建築構造設計（２年）

建築構造（２年）

建築構造（３年）

科目名

製図（１年）

製図（２年）

製図（３年）

小計

建築計画（１年）

○○○○高等学校　○○制課程  ○○科

○○　○○（○○○　○○○）

二級建築士試験・木造建築士試験

別紙２－②

　指定科目修得単位証明書・卒業証明書

○○　○○

× 

変更申請により変更された科目名『建築製図（３年）』を記載しないで、 

変更申請前の旧科目名『製図（３年）』と記載した。 

   

学校印 



学校・学部・学科名 学校課程コード 0000-000-000

氏名（しめい） 入学年月日 平成○年○月○日 入学年(西暦) 2009

生年月日 卒業年月日 平成○年○月○日 確認日 平成○年○月○日

2012/3/23

指定科目一覧

学年 認定単位 修得単位 確認 備考

① 1 2 2

① 2 2 2

① 3 2 2

6 6 ○ 要件３単位以上

② 1 2 2

② 2 2 2

4 4 ○ 要件２単位以上

⑤ 1 2 2

⑤ 2 2 2

⑥ 2 2 2

⑥ 3 2 0

8 6 ○ 要件３単位以上

⑧ 2 2 2

2 2 ○ 要件1単位以上

⑨ 3 2 2

2 2 ○ 要件１単位以上

⑩ 1 2 0

⑩ 2 2 0

⑩ 1 2 2

⑩ 1 2 2

8 4 ○ 要件適宜

22 20 ○ 要件10単位以上

30 24 ○

必要な実務経験年数　３年 ○ 要件20単位以上

必要な実務経験年数　４年 要件15単位以上

　上記のとおり、指定科目を修めて卒業したことを証明します。

①～⑩計

証明年月日 平成○年○月○日

証明者（職名・氏名・印）
○○○高等学校

　　学校長　　　○○○○　○○○

その他科目Ⅰ

その他科目Ⅱ

その他科目Ⅲ

その他科目Ⅳ

小計

①～⑨計

昭和2年10月10日

科目名

小計

建築計画（１年）

建築構造設計（２年）

小計

建築計画（２年）

製図（１年）

製図（２年）

製図（３年）

二級建築士試験・木造建築士試験

　指定科目修得単位証明書・卒業証明書

○○○○高等学校　○○制課程  ○○科

建築　太郎（けんちく　たろう）

「氏名」「生年月日」を誤って記載した事例

別紙２－③ 

小計

建築法規

小計

建築構造設計（１年）

建築構造（２年）

建築構造（３年）

建築施工

小計

   

× 
氏名『建築 一郎（けんちく いちろう）』について、誤って『建築 太郎（けんちく たろう）』と記載した。 

 

生年月日の『平成』について、誤って『昭和』と記載した。 

   

学校印 
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